
(9)動物（底生動物） 

1) 調査目的 

ダム撤去により環境が変化すると予測される荒瀬ダム上・下流地点における底生動物の生息状況を把握

することを目的とする。 

2) 調査時期・頻度 

年 2回（春季、冬季）の調査を実施する。 

春季は平成 29年 6月 5～8 日に、冬季は平成 30年 1 月 10～11 日に実施した。 

4) 調査地点 

次の 8地点で実施した。 

①遙拝堰、③下代瀬、⑤道の駅坂本、 

⑥荒瀬ダム百済木川流入部、⑦葉木、⑧与奈久、⑨西鎌瀬、⑩瀬戸石ダム下流 

3) 調査方法 

定性採集と定量採集により、底生動物を採取した。 

定性採集では、多くの環境に生息する底生動物を採集することを目的とし、早瀬・淵・ワンド・湛水

域・水際植物生育域等に調査箇所を設定して採集を行う。基本的には目合 0.493mm(NGG38)の D フレー

ムネット、サデ網等を用いるが、必要に応じて様々な採集用具を用いて調査を行う。採取した試料は室

内に持ち帰り、種の同定を行う。 

水深の浅い箇所での定量調査は、流速が速く、膝程度までの水深の瀬で実施する。このような場所が

ない調査地区では、できるだけ流れのあるところで実施する。採集用具としてはサーバーネット(25cm

×25cm 目合 0.493mm(NGG38))を使用する。また、サーバーネットのネット丈は入口における水の逆流

を防ぐため、口径の 2倍以上のものを使用する。採集は、同様の環境で 3回行い、各コドラートの試料

をまとめて 1つのサンプルとする(混合試料)。また、採集に際しては、逆流防止とネットやサンプルの

破損防止のため、石等はネットに入れずにバケツに直接入れるようにする。 

水深の深い箇所での定量調査は、橋あるいはボート上より、エクマン・バージ型採泥器(15cm×15cm)

を用いて､4 回採泥し、0.5mm 目のフルイで濾して残った生物を１つのサンプルとする。河床材料が礫、

岩盤、コンクリート等で採泥器により採集ができないような場合は、採集位置をずらすか、潜水士によ

る採集を行う。 

採取した試料は室内に持ち帰り、種の同定、個体数の計数及び湿重量の計測を行う。 

⑤道の駅坂本 

⑦葉木 

⑥荒瀬ダム百済木川流入部 

⑨西鎌瀬 

⑧与奈久 

③下代瀬 

⑩瀬戸石ダム下流 

①遙拝堰 

②横石 

④坂本橋 

註）平成 29 年度は、②横石、④坂本橋の調査は実施していない。 
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5) 調査結果 

(1) 平成 29 年度の確認種の概要 

春季調査で 4門 6綱 14 目 49科 112 種、冬季調査で 4門 7綱 16目 51 科 123 種の底生動物を確認した。 

重要種(環境省 RL 及び熊本県 RDB)は 1種、外来種は未確認であった。

【重要種】①クチキトビケラ（環境省 NT）：冬季の瀬戸石ダム下流のヨシ帯で確認した。 

(2) 平成 29 年度の詳細調査結果 

調査時期における荒瀬ダム流量 ―：荒瀬ダム流量 ―：調査実施時期 
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百済木川流入部
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ダム下流
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【用語の解説】 

・流水性種と止水性種：流水性種は、河川の瀬を主な生息場とする種。止水性種は、湖沼や水田を主な生息場とする種。荒瀬ダムの撤去によってダム上流域の水位が低下し流速が増すと、流水性種が増加し、止水性

種が減少すると考えられる。代表例として、流水性種ではカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の大部分の種が、止水性種ではマキガイ綱、ミミズ綱等に含まれる種が挙げられる。 
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表 1 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度春季）（1/6）

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 1 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度春季）（2/6） 

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 1 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度春季）（3/6） 

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 1 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度春季）（4/6）

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 1 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度春季）（5/6）

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 1 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度春季）（6/6）

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 2 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度冬季）（1/6）

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 2 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度冬季）（2/6） 

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 2 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度冬季）（3/6） 

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 2 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度冬季）（4/6） 

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 2 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度冬季）（5/6）

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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表 2 底生動物の確認種リスト（平成 29 年度冬季）（6/6） 

注1)分類体系は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～平成27年度版～」（水情報国土データ管理センター，2015年10月15日公表）に準じた。

注2)重要種の選定基準・カテゴリーは以下のとおりである。

全国：「環境省レッドリスト2015」（環境省、2015年9月15日公表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　

熊本：「熊本県の保護上重要な野生動植物　－レッドリストくまもと２０１４－」（熊本県、2014年8月発表）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ＩA類　EN：絶滅危惧ＩB類　VU：絶滅危惧II類　NT：準絶滅危惧　DD：情報不足　LP：絶滅のおそれのある地域個体群　AN：要注目種　

注3)来種の選定基準・カテゴリー

1：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

2：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）※国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種（環境省、2015年3月26日公表）

　　定着-侵入：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、侵入予防外来種に選定された種

　　定着-他：定着を予防する外来種（定着予防外来種）のうち、その他の定着予防外来種に選定された種

　　総合-緊急：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、緊急対策外来種に選定された種

　　総合-重点：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、重点対策外来種に選定された種

　　総合-他：総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）のうち、その他の総合対策外来種に選定された種

　　産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）

3：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（法律第78号,2004年）

　　特定：特定外来生物

4：上記1～3に指定されておらず、外来生物として知見のある種

　　国外：国外外来生物

：重要種 ：外来種
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